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 要  旨 

似顔絵は、個人の顔の特徴を端的に表現したものであり、新聞、雑誌、Web 等様々な 場面で

頻繁に用いられている。主成分分析を利用して顔特徴を解析し、似顔絵生成を行うことができる。

また、表情分析、類似顔検索、人種・年齢判別などへの応用も検討されている。しかし、主成分

分析だけで顔特徴を完全に解析できるとは限らず、他の手法で顔特徴を解析し、主成分分析との

比較を行っておくことが必要である。 

一方、新しい解析手法としての独立成分分析は、基底の直交性の拘束がなく、比較的自由度が

高いという特徴がある。独立という条件のもとに、いくつかの基底で人の顔の特徴を記述するこ

とが可能となる。本論文では、独立成分分析手法を用いて顔特徴の解析を行い、主成分分析との

違い、特性を調べる。これにより、顔特徴の解析手法についての検討を深めたい。 

 この結果として、主成分分析と同様の枠組みで独立成分分析を用いた似顔絵生成ができ、独立

成分分析による類似顔を検索することができた。両手法を比較することにより、似顔絵を描画す

る際、独立成分分析と主成分分析はほぼ同じような表現力を持っていることが分かった。また、

検索結果の比較を行うことにより、独立成分分析を用いた類似顔検索は、主成分分析と異なる視

点から顔特徴を見れることが分かった。 

 今後の課題としては、独立成分分析と主成分分析による検索結果の詳細な比較を行うことと両

手法を共通に取扱う統合モデルに対する検討が挙げられる。 
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